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世界の留学生数は増加してきた（留学生教育は成長産業）
• 海外留学: エリートの特権 ⇒ 普通の学生を対象
• 留学生: 経済的支援を受けた特別な学生（エリート）⇒ 私費留学生かつ

一般的な学生 <intercultural competenceの習得>
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40年間で全世界の留学生数は6倍
近く増加
• 1975年：80万人→2016年：500万人
• 2025年：760万人に達するとの予測



4大メガトレンド
1. 留学生数伸びの鈍化、新しい留学先の出現

– 中国の20～24歳の人口：2010年～2020年で2割減少

2. 中間所得者層の増加
– アジアの中間所得者層：6億人(2010)⇒30億人強 (2030)に増加（世界

の66%を占める）

3. 主要留学生受入れ国の基盤弱まる
– アメリカの留学生シェア：23% (2000)⇒16% (2012)に低下。イギリ

スも同様にシェアが低下

4. 新しい競争と地域ハブの出現（域内留学）
– 南アメリカ：域内に残る学生：11% (1999) ⇒23% (2007)
– ASEAN International Mobility for Students (AIMS), Erasmus, etc.

Source: ICEF (2016)
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世界の留学生数の動向
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Source: British Council. (2017). Selected international recruitment targets, as expressed in the national strategies of 
study destinations
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主要ホスト国の留学生数目標値



7出典：文部科学省 (2018) Hiroshi Ota
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出典：日本学生支援機構（2019）

留学生の出身国・地域
＜学士課程＞
１.中国 ２.ベトナム 3.韓国

＜大学院課程＞
１.中国 ２.インドネシア 3.韓国

＜専修学校と日本語学校＞
１.ベトナム ２.中国 3.ネパール

＊非漢字圏からの留学生が急速
に増加



段階または種別 2011 割合
（％） 2018 割合

（％） 増減（%）

大学院 39,749
67.8%

50,184
46.2%

+26%

大学（学部）・短大・
高専 71,244 87,806 +23%

専修学校（専門課程） 25,463
31.2%

67,475
52.7%

+165%

日本語教育機関
（日本語学校） 25,622 90,079 +252%

準備教育 1,619 1.0% 3,436 1.1% +112%

合計 163,697 100% 298,980 100% +83%
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外国人留学生数の変化

出典: 日本学生支援機構 (2019) 
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日本語学校修了後
大学学部・大学院への進学率

中国：63.4%（大学院進学率は23.6％）
ベトナム：19.0％（大学院進学率は0.5％）
ネパール：12.8％（大学院進学率は0.6%）

＊日本語教育振興協会の2019年度国別進学先内訳データを元に算出

– 中韓台に比べると、ベトナム、ネパールの学生は日本語力と経
済力の点から大学・大学院進学は困難

– 「留学」ビザ新規入国者数：中国と韓国の減少をベトナムとネ
パールが補う

– 日本語学校経由受入れモデルと入学定員管理の厳格化による
「若干名」受入れモデルの限界⇒非正規生（研究生等）の増加
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日本語学校と日本語学校生の問題
日本語学校急増：380校（2007）→749校（2019）
日本語教育振興協会加盟校は激減：451校（2011）→258校（2018）

日本が必要としているのは単純労働者（出稼ぎ留学生）か?
• 出稼ぎ留学生、偽装留学生、留学生で町おこし
• 弁当・惣菜工場、宅配業、清掃業、新聞配達＜深夜＞
• 技能実習生（21.1％）と留学生（23.5％）で外国人労働者（146万

人）の44.6％を占める
• 「週28時間以内」の資格外活動（アルバイト）時間拡大の可能性
• 授業崩壊、教職員の離職、留学生の失踪

３者（人手不足企業、定員未充足・営利主義学校、就労目的留
学生）の利害が一致：Unethical Happy Triangle +留学斡旋業
者 ⇒ 外国高度人材の受入れ（30万人計画の根拠）は？

17

Hiroshi Ota



急増する日本語学校
Hiroshi Ota
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出典：東洋経済オンライン（2019）
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出典：nippon.com (2019)



大学の定員管理
大学：留学生（除く国費と交換）を含め厳格な定員管理
留学生の入学＝例外的に許可される枠 （交付金・補助金に関連

付け）：元々は定員外での扱い
 “国の定めた大学の定員超過に対する取扱いに抵触しない範囲で

留学生の入学を許可する”→「若干名」
「（留学生の）特別選抜はそれが例外であり、特別であるがゆえに、皮肉にも、日本の大
学が留学生を普遍的に受入れることを遠ざける結果をもたらしている」（佐々木，2009）

留学生「若干名」募集の場合：入学定員には含まれないが収容定
員には含まれる。

 30万人計画の目指す方向と矛盾 → 外付け定員化？
韓国、豪州、英国：留学生を定員外とし、柔軟な受入れ
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http://www.hit-u.ac.jp/admission/pdf/H31ryuugaku_youkou.pdf


定員管理厳格化（定員超過抑制）
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出典：文科省の資料を元にベネッセ（Between)が作成（2015）

国立大学も段階的に厳格化：1.1～1.2倍以上→1.05倍～1.15倍以上

Hiroshi Ota

定員未充足の大学（学部学科・研究科）だけが留学生を受入れられるようになるのか??

http://between.shinken-ad.co.jp/univ/2015/09/post-6.html
http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo4/015/gijiroku/__icsFiles/afieldfile/2015/07/22/1360159_07.pdf


韓国政府は、留学生を定員外と位
置付けた後、大学の留学生誘致と
受入れの質を向上させるため、
2012年に「外国人留学生誘致・管
理力量認証制（IEQAS」を導入

留学生受入れ状況の良好な大学
には「認証」を与え、問題のある大
学に対しては、大学名を公表の上、
1年間の新規留学生受入れを制限
（ビザ発給制限）
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IEQAS: International Education Quality 
Assurance System



非正規生（定員外）の増加

千葉大学：留学生総数1,861名のうち非正規生は1,062名（57.1％）
• 学位取得留学生（正規生）は、799名（42.9％）

広島大学：留学生総数1,899名のうち非正規生は494名（26.0％）
• 学位取得留学生（正規生）は、1,405名（74.0％）

別科的機能（進学予備校）を持つ科目等履修生制度：明治大学、法政
大学

大学院 留学生数 ％

科目等履修生・聴講生・
研究生

5,347 10.8

正規生 44,226 89.2
合計 49,573 100.0

Hiroshi Ota
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学部 留学生数 ％

専攻科・別科 4,252 5.1
科目等履修生・聴講生・
研究生

15,993 19.3

正規生 62,785 75.6
合計 83,030 100.0

全体（132,603）の19.3％（25,592）が非正規生

出典: 文部科学省 (2018)学校基本調査

http://www.chiba-u.ac.jp/general/data/data_19.html
https://www.hiroshima-u.ac.jp/about/about/international_student_numbers
http://www.meiji.ac.jp/cip/prospective/non_degree/index.html
http://www.global.hosei.ac.jp/programs/gairyu/jlp_regular/


ポスト30万人計画を見据えた
課題と今後の政策

1. 大学の国際化：学士課程での英語による課程（高コスト）、
入学者選抜の方法（渡日前入学許可）、海外分校と定員管
理、学事暦、複数・共同学位課程、ツイニング、編入学

2. 日本と日本留学の魅力発信：海外での留学生リクルーティ
ング、在外公館・政府系海外事務所と大学の連携

3. 諸外国との架け橋人材の育成：留学生出身国の多様化、日
本留学経験者のフォローアップとネットワーク化

Hiroshi Ota
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http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo4/042/siryo/__icsFiles/afieldfile/2018/05/28/1405510_4.pdf


ポスト30万人計画を見据えた
課題と今後の政策

4. 留学生受入れの質：働きながら学ぶ留学生の増加（勉学へ
の影響、中途帰国、犯罪への関与）、住環境（混住寮）の
整備

5. 日本語教育と大学の連携：海外での日本語教育、条件付き
入学、大学付属準備教育課程、国内日本語学校との連携

6. 留学生卒業後の国内での就職：日本企業でのキャリアパス、
在留資格変更手続き、産学官の連携、インターンシップ

出典：文科省（2018）ポスト留学生30万人計画を見据えた留学生政策

Hiroshi Ota
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http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo4/042/siryo/__icsFiles/afieldfile/2018/05/28/1405510_4.pdf
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出典：文科省
(2018) 
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出典：文科省
(2018) 



国の政策評価の動向

評価の目的
有効性
効率性

説明責任
＜必要性＞
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30出典：南島和久 (2019) 政策評価の総論

EBPM: Evidence-based Policy Making



EBPM: Evidence-based Policy Making
 EBPM:証拠に基づく政策立案
政府の取組方針：政策の企画立案をその場限りのエピソードに頼るので

はなく、政策目的を明確化したうえで政策効果の測定に重要な関連を持
つ情報やデータ（エビデンス）に基づくものとすること（内閣府
2018）

関沢（2018）の定義：EBPMは個々の政策に実質的な効果があるかど
うかを可能な限り厳密に検証して、実質的な効果があるという証拠があ
るものを優先的に実施しようとする態度（姿勢・意欲）

政策⇒アウトカムの改善：因果関係は重要だが、検証は困難。
エビデンスの乏しい（効果の有無の検証が困難）政策をどう扱うか⇒政

治判断

Hiroshi Ota
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https://www.rieti.go.jp/jp/special/ebpm_report/002.html
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出典：南島和久 (2019) 政策評価の総論
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出典：南島和久 (2019) 政策評価の総論



37出典：文部科学省（2018）

スーパーグローバル大学創成支援



考察
10万人計画時代と同じ問題が繰り返されている。文科省が指

摘する課題も同様。ただし、文科省が掲げる今後の政策には、
現場（教育機関等）とのギャップや政策の矛盾（定員管理、
海外分校）が大きい。
豪州でも問題が深刻化：大学が留学生の授業料に過度に依存

⁃ Poor English, few jobs: Are Australian universities using international 
students as ‘cash cows‘? (ABC News)

⁃ Cash Cows: Australian universities making billions out of 
international students | Four Corners

留学生の量と質を両立させることは、多くのホスト国の課題

Hiroshi Ota
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https://www.abc.net.au/news/2018-11-25/poor-english-no-jobs-little-support-international-students/10513590
https://www.abc.net.au/4corners/cash-cows/11084858


考察
苅谷（2018）は「演繹型の政策思考」の問題を指摘

⁃ 現場を調査し、得られたデータを分析したうえで、帰納的に思考
し、政策や制度を設計してきたのではない。先進する外来の政策
と理念を抽象的に理解し、その翻訳と解釈を日本に適用してきた。

⁃ 演繹と帰納の両面から取り組む社会科学的思考とは異なり、法学
的思考を基礎とした日本型官僚制に根差した思考様式。「上から
の改革（政策）」が習性化した導引。

⁃ 欧米の留学生受入れ先進国に追いつくべく、数値目標ありきの政
策を掲げ、その達成が優先されることにより、現場で起きている
問題が見過ごされてきたのではないか。

研究者に問われていることは何か？調査研究の成果⇒政策議
論・提言への関わり。

Hiroshi Ota
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Thank you for your attention!
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